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下大和田・小山町谷津田だより －2023 年 ６月 No.256 号－ 

【活 動 報 告】 
＜下大和田での活動＞ 写真：田中正彦 

第 280 回 下大和田谷津田観察会とゴミ拾い 2023 年 ５月 ７日（日）雨 報告：田中正彦 

1 日中雨の予報でしたが、2000 年２月の第１回目の観察会から１度も中止し

たことのないこの観察会。雨の日は晴天とは違った生きものたちの姿が見られ

るのも興味深いものです。いつものメンバーに加えて、東京都の葛飾区郷土と

天文の博物館学芸員の小峰園子さんと川漁師ファンクラブの原裕介さんが参加

しました。最初に谷津田を散策。雨を待っていたかのようにシュレーゲルアオ

ガエルの大合唱。森ではクサイチゴが赤い実をつけ、皆で味わいました。ノイ

バラのが満開で甘い香りを放っていました。いつもはとげとげの印象が強く厄

介者扱いですが、白く可愛い花と香でノイバラの印象が変わりました      参加者 ９名（大人 ９名） 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
第 290 回 下大和田ＹＰＰ「田うえ」 2023 年 ５月 ６日 晴れ       報告：平沼勝男 
青空でしたが朝から終日強い風が吹く日でした。種まきをしたのが３月２５日、

雨の降る寒い日でした。悪天候にも関わらず、その日も大勢の人が集まり、苗床を

つくり、種を撒き、そしてビニールテントを張りました。それから 42 日間、立派

に育った苗をこの日集まった人たちで植えました。前中には手前の２枚の田んぼに

うるち米の山形はえぬきを植えました。昼食の後に恒例の谷津田運動会。この日は

気種目の『だんごコロコロ』。子ども達は工夫を凝らして泥だんごを作っていました。 
午後からは泥深い下の田んぼです。３種類の古代米（赤米、黒米、緑米）、そして農林１号を植えました。２時

30 分にはすべての田植えが終了。最後に谷津田カフェのおまけもありました。作業の後で味わう谷津田のコーヒー

の味は格別でした。     参加者５２名（大人３０名、大学生１名、高校生２名、中学生２名、小学生１６名、幼児１名） 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
千葉市子ども交流館 観察会「春の会」 2023 年 ５月１３日（土） くもり 報告：高橋久美子 
ときどき小雨がぱらつく日でした。交流館のスタッフの方々に連れられた９

人の子どもたちが、谷津田にやってきました。９人中４人は、いつもお米づく

りなどに参加している常連の皆様でした。挨拶や注意事項の確認後、谷津田を

歩きながら、オオスズメバチを捕まえるトラップにエサ（酒と酢と砂糖を混ぜ

た液）を入れる作業をしました。私たちにとって危険な昆虫です。水路でシマ

ドジョウやメダカをとったり、仕掛けてあるわなを引きあげてアメリカザリガ

ニやクサガメを捕まえたりしました。小さなカエルは手づかみです。 

その後、目の細かい網でプランクトン採集。100 倍の顕微鏡でアオミドロや

ケンミジンコ、ケイソウを観察できました。双眼実体顕微鏡ファーブルでは、20 倍で観察。100 倍との見え方

の違いも面白かったです。あっという間の１時間半でした。元気いっぱいの皆様は、持参したお弁当をむさぼ

りながら、スタッフの方に促されて帰路につきました。今日は、春夏秋冬４回のイベントの初回でした。また

次回も楽しく過ごしたいですね。              参加者１８名（大人８名、学生１名、小学生９名） 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
森と水辺の手入れ「ジャガイモの収穫・畦の整備と草刈り」2023 年５月２１日晴れ報告：平沼勝男  
この日はジャガイモ堀りをしました。今年からスタートした「谷津田畑

プロジェク」、略してＹＨＰ。初めて収穫の日を迎えました。ジャガイモの

品種はキタアカリ。思っていてたよりも多くの収穫量で、作業者一同笑顔

がこぼれました。思い起こせば１月 22 日の畑作りからの出発でした。草を

刈り、畑の場所を決め、皆で鍬を手に持ち開墾、畑にしました。その後し

ばらく寝かせて２月 19 日に種芋を植えました。その日から約３ケ月。立派

なおイモを収穫することができました。 
他の作業も同時進行でありました。アライグマの罠の近くに仕掛けた赤

外線カメラ。その周辺の草刈りをしました。それと田んぼの作業です。畔の補修と田の水を溜池式からかけ流

し式への変更。かけ流し式とはＵ字溝から常に水を取り入れて田に流す方法です。窒素分が少ないということ

でかけ流し式にしました。今年の山形はえぬきの収量が楽しみです。 参加者１３名（大人１１名、小学生２名） 

 



＜小山町での活動＞  

☆５月期の活動 田植えシーズン突入 報告：たんぽぽ 
今期最初の田植えはマイ田んぼにて、５月５日から開始されました。昨期は度重なるカモによる抜苗被害を受け

たため、網やキラキラテープを導入、地元の方の方法も参考にして水位を低めに調整するなど工夫を加えました。

一定の効果はありましたが、対策が及ばない場所の被害は続きます。工夫や、補植を続け、頑張って乗りきって行

こうと思います。 
☆令和４年度期 大椎小学校田んぼ田植え実施 2023 年５月９日（火） 報告：赤シャツ親父 
 前日までまとまった雨が降り実施が心配されましたが、当日は爽やかな好天となりました。昨期から５年生、６

年生合同実施が導入されましたが、今期も同様に２学年合同実施となりました。小山谷津には子どもたちの明るい

声と、ウグイスのさえずりがともに響き渡り、終始ほのぼのとした雰囲気でした。大勢のボランティアさんにも参

加頂き大変順調に終えることができました。 
☆第 215 回 小山町 YPP「コシヒカリの田植え」 2023 年５月 13 日(土)  報告：たんぽぽ 

やや肌寒い曇りでした。小山 YPP 活動による今期最初の田植えは４人のスタッフにより順調に 
進められました。今後は個人作業を並行して行き、着々と進める予定です。参加者４名(大人４名) 
【谷津田・季節のたより】 2023 年 ５月 

＜下大和田町＞  

5/21 ホトトギスの鳴き声谷津田に響く。5/30 アライグマ捕獲 雄成獣 6.8Kg。今期 2 頭目、通算 46 頭目。 

＜小 山 町＞  

5/ 5  立派なカメノコテントウムシに遇う。(たんぽぽ) 5/14 スイカズラの香りが谷津に漂う。セグロセキ

レイが若鳥に給餌。(高山) 5/19 ドクダミが一斉に開花(高山) 5/23 ホトトギスの初鳴き。ホタルブ

クロ開花。(高山) 5/26 オオヨシキリが飛来し、元気よくさえずる。(高山) 

【イベントのお知らせ】主 催：ＮＰＯ法人 ちば環境情報センター 

連絡先：小西 TEL.090-7941-7655 ,E-mail ： yatsudasukisuki@gmail.com 

＜下大和田谷津田＞      

・第 291 回 下大和田ＹＰＰ「田の草取り①」（6月 3日分が延期になりました） 

日 時：2023 年 ６月１１日（日） ９時 45 分～１２時 雨天決行   

内 容： 田んぼや畦に生えている雑草を取り除きます。 
持ち物：動きやすい服装、長靴、お弁当、飲み物、敷物 
参加費：300 円（小学生以上）、ちば環境情報センター会員は無料 
・森と水辺の手入れ  
日 時：2023 年 ６月１８日（日） ９時 45 分～１２時 雨天中止 

内 容：自然観察路の整備や畦の補修作業などをします 

持ち物：長袖長ズボンの服装、軍手、帽子、飲み物、午後まで活動する方は弁当、敷物  参加費：無料 

・第 292 回 下大和田ＹＰＰ「田の草取り②」 
日 時：2023 年 ６月２４日（土） ９時 45 分～１２時 雨天決行   

内 容： 本格的な２回目の草取り。７月になると稲の根が張り、田んぼに入れなくなります。 
持ち物：動きやすい服装、長靴、お弁当、飲み物、敷物 
参加費：300 円（小学生以上）、ちば環境情報センター会員は無料 

・第 282 回 観察会とゴミ拾い 「キノコをもっと知ろう－キノコの観察と分類－夏」 

日 時：2023 年 ７月 ２日（日） ９時 45 分～１５時 雨天決行 
内 容：専門家の先生をお迎えして、初心者にもわかりやすいように、キノコ観察の基本を学びます。 

講 師：吹春俊光さん（千葉県立中央博物館） ※10 月 1 日（日）に「キノコ観察会 秋」を実施予定 

持ち物：筆記用具、弁当、飲み物、長袖長ズボンの服装、長靴（通常の）、帽子、あれば双眼鏡、ゴミ袋 
参加費：100 円 
＜小山町谷津田＞ 

▼第 216 回 小山町 ＹＰＰ「古代米の田植え」 
古代米の田植えを行います。 

日 時 :2023 年 ６月１０日（土） 10 時 00 分～ ☆小雨実施。 

場 所 :りんどう広場 

※ 一般の方の参加も若干名受付ます。 

参加ご希望の方は、赤シャツ親父（e-mail;tomizo_i@nifty.com ）までご連絡ください。 
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